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　私が日本国憲法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に初めてふれたのは小学校５年生のときでした。――こう話し始めた高良さんは、憲法の前文を読み、さらに９条を読んでものすごく感動したと言います。軍隊のない国をつくる、そう言う憲法を持つ国に復帰したら、間違いなく沖縄は救われると思ったそうです。だが今はそうなっていない。どうしてなのか。高良さんは沖縄戦以後の歴史をふり返りながら、いま沖縄が直面している現実をさまざまな角度から解き明かしてくれました。





民意無視で成立、沖縄戦と米軍基地





　敗戦前年の那覇市への10・10空襲について住民には何も知らされなかった、つまり知る権利を奪われていた。そもそも沖縄戦は誰がなんの目的で決めたのか。誰がなんのために米軍基地を造ったのか。それも知らされていないし、住民の意思も無視されていた。そういう日本国憲法の理念が無視された上に沖縄戦と米軍基地が成立したのだというわけです。


　日本国憲法の無視が戦後さらに続きます。憲法は沖縄では施行されず、国会に代表を送ることもできませんでした。その上憲法施行後の１９４７年９月、政治的権限を失ったはずの昭和天皇が米国による沖縄の長期占領を望むメッセージを米国に送っていました。そして平和条約で沖縄の分離・米国による占領継続・平和憲法からの分離が決められる。ここから現在まで民意の切り捨てが続いているのです。





米軍による軍事優先の先制統治





　そして米国による軍事優先の専制的統治のもとで、米軍の事故で県民の命が危険にさらされ、基本的人権がほしいままに侵害されてきました。


　　　　　（３面に続く）





（１面からの続き）





米軍の交戦規定は「動くものはすべて撃て」となって、短期間に民間人死者は６０００人を超え、町のあちこちに集団墓地ができた。米軍の主力部隊は在日米兵。米軍兵のトラウマ、ＰＴＳＤが増える原因となった（米軍の白リン弾によるやけどの患者、冨士演習場での白リン弾の演習、刑務所における虐待などショッキングな映像）。ＩＳの幹部は「イラクの米軍刑務所がなければＩＳは存在しない」と言っている。幹部の多くは米軍刑務所に入っていたから、刑務所の中で出所後の抵抗組織について相談していた。


イラク政府によるスンニ派狩り





もう一つ、ＩＳが台頭する理由は、イラク政府によるスンニ派狩り。イラク政府にスンニ派の人だけがつかまり、虐待されている。これは２００５年イラク政府樹立後、内務省により特定の宗派や部族をねらい集団殺害がおこなわれていた。これが10年以上続いていた。これをやめて欲しいという金曜デモが行われていた。これに対する政府の弾圧が、１４年以後、「対ＩＳ攻撃」という名に隠れてエスカレート。内戦の開始。背後でＩＳが入ってきて「政府のスンニ派攻撃からあなた方を助ける」と人心掌握と恐怖支配。イラクの人びとは政府とＩＳに攻められて、今が最悪の状態。２０１４年８月、ＩＳがヤジディ教徒、キリスト教徒を虐殺して以来、ファル―ジャの人たちは米軍にもどってきて欲しいと願望するようになった。米軍も以後、毎日２万１千発以上で空爆。日本の支援で建った病院も１５年８月に爆撃された。





日本の支援の行方


　中東から見た日本





日本政府の対イラクＯＤＡも問題が多い。スンニ派教徒や政府に批判的な市民を逮捕・拷問・殺害しているイラクへ警察車両への支援などを行っている。中東から見て、「日の丸」は安全保障になっていない。アルジャジーラ放送では、日本は平和主義を放棄した国として報道しているし、日本の武器輸出禁止３原則の緩和はトップニュースで世界に発信された。私は人道支援先進国を目ざすべきだと思う。自衛隊だけに人道支援をまかせてはいけない。イラクには現在、多くの外国人が人道支援に来ているが、最も多く来ているのは皮肉なことにアメリカ人。日本は情報鎖国にもなっている。ネットで情報を集めるのは危険。国際ニュースに関心をもち、各種の新聞を読み、小さなニュースにも目を通すことを勧めたい。


　　　　　（岩本　努・記）
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